
【ソフトウェア使用許諾書】
　下記の条項は株式会社アーク情報システム（以下「ARK」といいます）が、「HD 革命 /FileRecovery」（コンピューター・
ソフトウェア、マニュアル、その他関連資料を含み、以下「本ソフトウェア」といいます）に適用いたします。

１．使用許諾

①お客様は本ソフトウェアを、１台のコンピューターに限り使用できます。
②お客様は、本ソフトウェアのバックアップを目的に、ただ一つの複製を作成することができます（バンドル版は除きます）。
　　
２．使用許諾期間

①本契約は、お客様が本契約の内容に同意して本ソフトウェアの使用を開始したときより発効し、お客様が本ソフトウェ
アの使用を止められるまでを有効とします。

②お客様が本契約のいずれかの条項に違反した場合、ARK は本契約を一方的に終了させていただくことがあります。
　　
３．保証および責任の内容

① CD およびマニュアルに物理的な欠陥がある場合は、購入後 90 日以内は無償で交換いたします（バンドル版は除きます）。
ただし、お客様は本ソフトウェアの購入日を証明できる写しを添付しなければなりません。それ以外の場合は実費をご
負担いただきます。

② ARK は、本ソフトウェアの仕様およびサービスの内容を予告なしに変更することがあります。なお、本製品のサポート
サービス終了に関しては、Web ページにてご案内をいたします。

③ ARK は、サポートを終了した製品に関しては、サポートサービスを提供する義務を負わないものとします。
④サポートサービスは、ARK の規定に沿って電話、メール、FAX で行いますが、サポートサービスがお客様の目的に適

合することを保証するものではありません。
⑤ ARK は、ユーザー登録がなされない場合や、登録変更の届け出がなされない場合、またはその内容に不備がある場合に

おいて、ARK からお客様へ連絡の不達において生じる不利益および損害については、一切の責任を負うものではありま
せん。なお、メール等でご案内する本ソフトウェアに関する情報やサポートサービスの内容に関しては、Web サイトで
も同内容のご案内をしておりますので、こちらをもってお客様へのご連絡とさせていただきます。

⑥ ARK および Microsoft 社（バンドル版においては本ソフトウェアの提供先も含みます）は、いかなる場合にもお客様が
本ソフトウェアを使用した結果に関して一切の責任を負うものではありません。

⑦本契約のもとで、本ソフトウェアの品質および性能に関して発生する問題は、お客様の費用負担をもって処理するもの
とします。

⑧本契約のもとで、ARK がお客様に負担する責任の総額は、本ソフトウェアの購入金額を超えないものとします。
⑨本ソフトウェアのサービス（主にサポートサービスとなりますがこれに限りません）は日本国内に限定されるものとし

ます。また、日本語で対応することとします。
　　　
４．禁止事項

①本ソフトウェアを逆コンパイルまたは逆アセンブル、またはその他の方法でソースコードを解析すること。
②本ソフトウェアを譲渡、転貸、再販売、輸出すること。
③ ARK への文書による事前の承諾なしに、本ソフトウェアの二次著作物を創作、譲渡、販売、転貸すること。
④ ARK への事前の承諾なしに、本ソフトウェアを引用し書籍を刊行すること。
⑤ネットワークにおいて、本ソフトウェアを私的使用を超える範囲で利用すること。
　　　　　
５．その他

①お客様および ARK は、本契約に関連して発生した紛争については、東京地方裁判所を第一審の管轄裁判所とするものと
します。

②本ソフトウェアの一部機能は Windows PE を使用しており、Windows PE は Microsoft 社および Microsoft 関連会社のラ
イセンスとなります。

③ Windows PE について、Microsoft 社および Microsoft 関連会社でのサポートは行いません。
④ Windows PE は、起動から 72 時間後に再起動します。
　　
著作権

・HD 革命 /FileRecovery の著作権は株式会社アーク情報システムが有しています。
・HD 革命は株式会社アーク情報システムの登録商標です。
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第 1 章

HD 革命 /FileRecovery
の使用開始にあたって
（動作環境・インストール・注意事項 / 制限事項）

ここでは、HD 革命 /FileRecovery の動作環境、
インストール方法、HD 革命 /FileRecovery
のご利用にあたって、あらかじめお読みいただ
きたい注意事項や制限事項について説明してい
ます。
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Windows で使用する場合

オペレーティング
システム（OS）

（いずれも日本語版）

・Windows 8.1 32bit/64bit 版

・Windows 8 32bit/64bit 版

・Windows 7 32bit/64bit 版（SP1 以降）

・Windows Vista 32bit 版（SP2 以降）

※アドミニストレータ権限（管理者権限）が必要です。
※Windows RT/RT 8.1 には対応していません。

コンピューター 上記の OS が稼働するコンピューター （PC/AT 互換機のみ）
※Macintosh（Mac）には対応していません。

メモリー
・Windows 8.1/8/7 64bit 版：2GB 以上
・Windows 8.1/8/7 32bit 版：1GB 以上
・Vista 32bit 版：512MB 以上（1GB 以上を推奨）

CD/DVD ドライブ CD-ROM を読み込めるドライブ
※ 本製品のインストールおよび製品 CD から直接起動する場合に必要。

ハードディスク、SSD
50MB 以上の空き容量（本製品のインストール用として）
※ 製品 CD から直接起動する場合は不要です。
※ 復元したファイルを保存するためのパーティションが別途必要です。

対応ファイルシステム
FAT16、FAT32、NTFS、exFAT
※「直接ファイルの検出」を行う場合はファイルシステムに依存しません。
※ ダイナミックディスクの環境で使用することはできません。

その他

・インターネット接続環境
　※Windows PE 起動用ディスクの作成やアップデータのダウンロードで使用します。 

　　この機能を使用しない場合は不要。

・起動用 USB メモリーを作成する場合、1GB 以上の USB メモリー
　が必要

HD革命/FileRecovery をご利用いただけるシステム環境

　HD 革命 /FileRecovery をご利用いただくためには、次のコンピューターハードウェアおよび
オペレーティングシステムが必要です。

　製品 CD に収録してある HD 革命 /FileRecovery を直接起動して使用する方法と、ハードディ
スクにインストールして使用する方法があります。
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CD から起動して使用する場合

オペレーティング
システム（OS)

Linux または Windows PE を起動するため、コンピューターにインス
トールされている OS に依存せずに本製品を使用できます。

コンピューター
Windows 上で使用する場合と同様。
※CD または USB メモリーから Windows PE を起動するには、コンピューターの設定

変更が必要となる場合があります。

メモリー 1GB 以上
CD/DVD ドライブ CD-ROM が読み込めるドライブ。
ハードディスク、SSD 復元したファイルを保存するパーティションが必要。
対応ファイルシステム Windows 上で使用する場合と同様。

その他

・起動用USBメモリーで起動する場合、USBから起動できる環境が必要。  
・ハードディスクを認識するためのドライバ。

※RAID、SCSI 環境で Windows PE 版を使用する際、ハードディスクが認識されなかった場合
に必要です。

　製品 CD またはあらかじめ作成した Windows PE 起動用ディスクで起動してファイルの復元を行
うことができます。

起動デバイスの優先順位について

・製品 CD に搭載された Linux 版は、旧バージョンの Ver.2 となります。Ver.3 で新たに追加された
拡張子やその他新機能には対応していません。

・Windows PE は、起動してから 72 時間後に再起動します。

（Standard 版は非対応）

最近のコンピューターの多くは CD や USB デバイス中の OS も起動可能ですが、多くの場合、
初期状態ではハードディスクからの起動設定になっており、そのままでは起動できないことがあります。
CD や USB デバイスから OS を起動するためには下に示した例のように、起動時にファンクションキー
を押してメニューを呼び出しデバイスの選択、BIOS と呼ばれる設定画面での設定変更などが必要です。
ただし、起動するデバイスの変更方法はメーカーや機種に依存してさまざまであるため、その具体的な方
法は弊社ではお答えすることはできません。コンピューター付属のマニュアルやヘルプを参照するか、ハ
ードウェアメーカーにお問い合わせください。

● SONY VAIO SVT13119
①電源が切れている状態で「ASSIST」ボタンを押す。
②表示されたメニューの中で「USB メモリーや

ディスクから起動」を選択する。
● Lenovo G580

①電源を入れた後に BIOS が表示されるまで
「F12」キーを何度も押す。

②リストの中から、起動するデバイスを選択する。

《起動デバイスの設定例》
● NEC VALUESTAR VW770/J

①電源を入れた後に BIOS が表示されるまで
「F2」キーを何度も押す。

② BIOS のメニューで「BOOT」を選択する。
③「1st Boot」で「Enter」キーを押し、「CD/

DVD」を選択する。
④「Exit」→「Save changes and Reset」を

選択する。
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はじめにお読みください
　HD 革命 /FileRecovery は、ごみ箱を空にしてしまった場合や、ドライブをフォーマットして
しまった場合など、ハードディスクから削除されてしまったファイルを復元するソフトウェアです。
また、パーティションが開けなくなるようなファイルシステムのトラブル時にも使用できます。

　「HD 革命 /FileRecovery」では、主に次のような復元を行うことができます。
　・空にしたごみ箱内にあったファイルを復元
　・直接削除した（ウイルスによるものも含む）ファイルを復元
　・フォーマットしたドライブのファイルを復元
　・領域を削除（解放）してしまったドライブのファイルを復元
　・認識できないドライブのファイルを復元
　・メールソフトで削除したメールを復元
　・パーティションの状態を修復
　また、USB メモリーや SD カード、コンパクトフラッシュなどのリムーバブルメディアに対し
てもファイルの復元を行うことができます。

ファイルの復元を行う際に、以下の制限事項があります。
・ハードディスク、メディアの物理的な故障（動作しない、BIOS で認識しないなど）には対応

していません。
・OS やアプリケーションを復旧、リカバリーすることはできません。また、損傷したファイル

を修復することもできません。
・インストールを行うとファイルが上書きされてしまう可能性がありますので、製品 CD から

直接起動することを推奨します。
・パーティションを圧縮または暗号化している場合はファイルを復元できません。

・ファイルを削除してしまった後に HD 革命 /FileRecovery で復元を行う場合、HD 革命 /FileRecovery
のインストールは行わないでください。インストールすることで復元したいファイルが上書きされ、フ
ァイルの復元ができなくなる場合があります。

・ファイルを復元するためには、削除したときの状態を保つことが重要です。そのまま操作を継続した
りアプリケーション（Windows のエクスプローラーなども含む）を起動したりすると、復元したいフ
ァイルが上書きされ、ファイルの復元ができなくなる場合があります。特に、コンピューターのシャ
ットダウン、再起動を行うとファイルが上書きされる可能性が高くなりますので、できる限り行わな
いようにしてください。

・HD 革命 /FileRecovery では、削除されたファイル情報をスキャンしファイルの復元を行っていま
すが、すべてのファイルを完全に復元することを保証するものではありません。削除した方法や削除
したハードウェア、ディスクの状態により復元ができない場合もありますので、あらかじめご了承く
ださい。

注意・制限事項
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・LAN 接続のハードディスク（NAS）には対応していません。
・ネットワークドライブで削除されたファイルを復元することはできません。
・ファイルの復元を行うと、そのファイルに設定されていたアクセス権は解除されます。
・CD-ROM、DVD-ROM、BD-ROM、CD-R/RW、DVD±R/RW、BD-R/RE メディアのファ

イルは復元できません。
・FD、MO、DVD-RAM メディアのファイルは復元できません。
・デジタルカメラなどの専用機器上でファイルの消去やフォーマットを行ったメディアは、ファ

イルの復元ができない可能性があります。
・iPod、iPod Touch、iPhone、iPad のファイルは復元できません。
・Windows の「ディスクの管理」画面で認識していないドライブのファイルは復元できません。
・512 バイトエミュレーションを行っていない 4K セクター（4K ネイティブ）フォーマットの

ハードディスクは、ファイルの復元を行うことはできません。
・ファイルの抹消（消去）ソフトウェアを使用したハードディスクからの復元はできません。
・復元したファイルを保存するパーティションまたは USB メモリーなどのメディアが別に必要

です。ネットワークドライブにファイルを復元する場合は、ファイルの復元前に「ネットワー
クドライブの割り当て」を行ってください。

・Windows PE は 72 時間後に自動的に再起動します。CD から起動した場合 72 時間を超えて
ファイルを復元することはできません。

・ファイルの復元を行うコンピューターの CPU がインテル製の場合、「Haswell」または
「Haswell Refresh」と呼ばれる CPU では、製品 CD に搭載された Linux を起動して復元を
行うことができません。

シリアルナンバーの入力について

HD 革命 /FileRecovery では、ファイルの復元前に下
の画面が表示され、シリアルナ
ンバーの入力が必要です。イン
ストールされている場合は、下
の画面は表示されずに復元を行
うことができます。

シリアル番号は、半角英字の大文字と
半角数字で入力してください。ハイフ
ン（－）も必要です。

（例）ABCD-E12-FGH345JK67
受け付けられないときは、全角文字や
小文字になっていないかどうかを確認
してください。
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復元可能なファイルの種類について
　HD 革命 /FileRecovery は、ごみ箱を空にしたり、ドライブを間違ってフォーマットしたりす
ることにより消えてしまったファイルを復元することができます。
　ごみ箱を空にしてしまったような場合はファイルを管理する情報が残っていますので、その情報
を元にどのような種類のファイルでも復元は可能です。しかし、フォーマットしてしまった場合は
ファイルを管理する情報が新しくなるため、ファイルを復元することが困難になります。
　そこで HD 革命 /FileRecovery はファイルの特徴を元に、より詳細なスキャンを行うことでファ
イルの復元を行います。復元できるファイルの種類は限定されますが、通常の復元を行うよりも検
出率は高くなります。このとき、指定できるファイルの種類は次の通りです。

ファイルの種類 ファイル名の拡張子など

写真と画像ファイル
PNG、BMP、GIF、JPG、TIFF、PEF、NEF、CR2、DNG、ARW、
MRW

動画ファイル AVI、MOV、MPG、3GP、FLV、MP4、WMV
音楽ファイル MP3、WAV、M4A、AAC、OGG、WMA

Office ファイル
DOC、DOCX、XLS、XLSX、PPT、PPTX、JTD、JHD、PUB、
VSD

テキストファイル TXT、LOG、INI

その他のファイル
DBX、PDF、PST、EML、ZIP、RAR、RTF、PSD、AI、INDD、
INBOX（THUNDERBIRD のメールデータ）

Point
　対応するファイルの種類を指定して復元を行うには、2-17 ページの「詳細スキャン」で「直接ファイ
ルを検出する」方式を選択します。なお、この方式は未割り当て（パーティションが存在していない）領
域もスキャンを行うことができます。
　また、Windows 以外の OS で使用するファイルシステムであっても、上記のファイルであれば復元す
ることができます。
　ただし、ファイル名の情報が失われている場合は元のファイル名そのままの状態で復元することはでき
ません。この場合、ファイル名としてクラスター番号をつけて復元しますが、THUNDERBIRD のメー
ルデータは元のファイルに拡張子がないため、「.THUNDERBIRD」という拡張子をつけて復元されます。
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ファイルの復元方法について
　HD 革命 /FileRecovery は、コンピューターにインストールせずに製品 CD で起動してファイル
の復元を行うことができます。インストールすると復元したいデータが上書きされてしまう可能性
がありますので、通常は製品 CD から直接起動して復元を行ってください。
　ここでは、HD 革命 /FileRecovery の起動方法とファイルの復元について説明します。

Windows PE 起動用ディスクの作成には、インターネット接続環境が必要です。ファイルを復元した
いコンピューターでは、Windows PE 起動用ディスクの作成は行わないでください。作成の過程でハ
ードディスク上のファイル（復元したいファイル）が上書きされ、ファイルの復元ができなくなる場合
があります。

Point
本製品をご購入後、すぐに復元を行うには
Windows が起動している状態であれば、下記の方法１でファイルの復元を行ってください。
コンピューターの電源が入っていない場合は、方法２でファイルの復元を行ってください。ただし、
Standard 版では方法２でファイルの復元を行うことはできません。

　　　 製品 CD から直接起動して復元
　製品 CD から直接 HD 革命 /FileRecovery を起動して復元する方法です。
　ハードディスクへの書き込みは行われませんので、復元したいファイルが上書きされることはあ
りません。ファイルを削除してしまったことに気がつき、後から HD 革命 /FileRecovery を購入
された場合は、この方法で復元を行います。

　　　 製品 CD または Windows PE 起動用ディスクを使用して復元（Standard 版は非対応）

　Professional版では製品CD、またはWindows PE起動用ディスクでコンピューターを起動してファ
イルを復元することができます。Windows が起動しない場合や、すでに Windows をシャットダウン
してしまった場合は、この方法で復元を行います（CD から起動する方法は 2-21 ページ、Windows 
PE 起動用ディスクの作成方法は 4-3 ページを参照してください）。
　ただし、Standard 版には CD でコンピューターを起動することができませんので、この方法でファ
イルの復元を行うことはできません。

方法 1

方法 2
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　　　 インストールして復元
　あらかじめ HD 革命 /FileRecovery をインストールしておき、誤ってファイルを削除してしまっ
た場合やドライブが認識されなくなった場合に、HD 革命 /FileRecovery を起動して復元する方
法です。

方法 3

ファイルを削除してしまった後に HD 革命 /FileRecovery で復元を行う場合は、インストールは行わ
ないでください。インストールすることで復元したいファイルが上書きされ、ファイルの復元ができな
くなる場合があります。
そのようなときは、方法１または方法２でファイルを復元してください。

　以上が HD 革命 /FileRecovery を起動する方法です。実際にファイルを復元する手順は、次ペー
ジの「状況に応じた復元方法について」と各参照ページをご覧ください。

Professional 版とStandard版の違い

Standard 版は機能限定版となり、CD でコンピューターを起動してファイルの復元を行うこ
とはできません。また、「パーティション修復」ツールなどの拡張機能も付属していません。

Professinal 版 Standard 版

起動方法

Windows 上で製品 CD から HD 革命 /FileRecovery
を直接起動してファイルを復元 ○ ○

インストールしてファイルを復元 ○ ○
Linux または Windows PE でコンピューターを起動
してファイルを復元 ○ ×

便利ツール
パーティションの修復ツール ○ ×（※1）
ファイルのコピーツール ○ ×
起動用 USB メモリーの作成 ○ △（※2）

スキャン方法
ファイルの種類を指定してスキャン ○ ○
ファイルシステムを検出してスキャン ○ ○

※1　Standard 版には、「パーティション修復」ツールは付属してい
ませんので、製品 CD をドライブに挿入したときに表示される「セ
ットアップ」画面で「パーティションの修復」ボタンは表示され
ません。

※2　Standard 版には「起動用 USB メモリーの作成」ツールが付属
しており、Windows が起動した状態で HD 革命 /FileRecorvery
を直接起動できる USB メモリーを作成できます。この USB メモ
リーは、コンピューターの起動用としては使用できません。

Standard 版の画面→
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状況に応じた復元方法について
　削除してしまったファイルの復元を行うためには、削除したときの状態を保つことが重要です。
状態がよいほどファイルを復元できる確率が高くなります。
　通常のアプリケーションのようにインストールを行ってしまうと復元したいファイルが上書きされ、
復元が可能であったファイルが復元できなくなる恐れがあります。そのため、基本操作は Windows
が起動した状態で製品 CD をドライブに挿入し、HD 革命 /FileRecovery を製品 CD から直接起動
して復元を行う方法となります。
　しかし、コンピューターの電源を落としてしまった場合や、Windows 自体が起動しなくなっ
てしまった場合は、Windows 上で直接操作を行うことはできません。Professional 版の場合は、
製品 CD または Windows PE 起動用ディスクでコンピューターを起動して復元を行うことができ
ます。
　ここでは、状況に応じたファイル復元方法をご案内します。　

Case1

Case2

Case3

・ごみ箱を空にしてしまった。
・アプリケーションからファイルを直接削除してしまった。
・SD カードや USB メモリーのファイルを削除してしまった。

・「コンピューター」や「エクスプローラー」画面で、メールデータファイル（PST、DBX、
EML、INBOX）を削除してしまった。

・メールソフト（Outlook、Outlook Express、Windows Live Mail、Thunderbird）上でメ
ールを個別に削除してしまった。

・「簡単復元」で「ごみ箱から削除してしまった」を選択します。➡（2-2 ページ）
・「詳細復元」で「ドライブの通常スキャン」を選択します。➡（2-15 ページ）

・「簡単復元」で「ごみ箱から削除してしまった」を選択します。➡（2-2 ページ）
・「詳細復元」で「ドライブの通常スキャン」を選択します。➡（2-15 ページ）

ごみ箱を空に、またはファイルを削除

１．Windows が起動している状態でファイルを復元する

メールデータファイルを削除

メールソフトでメールを削除

・「メールの復元」を選択します。➡（2-10 ページ）
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Case4

Case5

Case6

・ハードディスクをフォーマットしてしまった。
・SD カードや USB メモリーをフォーマットしてしまった。

・ドライブを開いてもファイルが見えない。
・ドライブを開くとファイルが文字化けしている。
・ドライブを開くとフォーマットしてくださいと表示される＊１。
・「コンピューター」や「エクスプローラー」画面でドライブが表示されない（物理的には認識

されている）＊１。
・「ディスクの管理」画面で RAW と表示されている＊１。

・「ディスクの管理」画面でパーティション（ボリューム）を削除してしまった＊１。
・「ディスクの管理」画面で存在していたはずのパーティション（ボリューム）が「未割り当て」

と表示されている＊１。

・「簡単復元」で「ドライブごとフォーマットしてしまった」を選択します（2-4 ページ）
・「詳細復元」で「ドライブの詳細スキャン」を選択します（2-15 ページ）

・「簡単復元」で「ドライブごとフォーマットしてしまった」を選択します。➡（2-4 ページ）
・「詳細復元」で「ドライブの詳細スキャン」を選択します。➡（2-15 ページ）

・「簡単復元」で「ドライブごと認識されなくなった」を選択します。➡（2-7 ページ）
・「詳細復元」で「ドライブの詳細スキャン」を選択し、スキャン方式は「ファイルシステムを

検出してスキャンする」を選択します。➡（2-15 ページ）

デバイスをフォーマット

ファイルが見えない、文字化けする、ドライブが表示されない など

パーティション（ボリューム）を削除 など

Case5、6 の＊１の状態はパーティション情報が不正なだけであり、Professional 版の「パーティシ
ョン修復」ツールを実行してパーティション情報を修復することで、パーティションの状態を元に戻す
ことができる場合があります。
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Case8

・コンピューターメーカーのロゴが表示されたまま止まっている。
・左上にバーが出て止まっている。
・コンピューターからピー、ピーと音がする。
・Windows の起動時に黒い画面でエラーメッセージが表示されている。

　「Windows PE 起動用ディスク」（4-3 ページ）を作成している場合は、このディスクでコン
ピューターを起動（2-22 ページ）し、最初に「ファイルのコピーツール」（4-2 ページ）でフ
ァイルが取り出せるかを確認します。
　「ファイルのコピーツール」で目的のファイルが見つからない場合は、「簡単復元」で「ドライ
ブごとフォーマットしてしまった」を選択して復元を行います。
　「ドライブごとフォーマットしてしまった」でドライブが見つからない場合は、「簡単復元」で

「ドライブごと認識されなくなった」を選択して復元を行います。
　なお、ハードディスクが物理的に認識されていない場合は、HD 革命 /FileRecovery を使用
して復元はできません。

コンピューターの起動時に問題

※ この状態は、ハードディスクの論理的な障害（ブートセクターや MBR の破損）の場合と、物理的な障害（ハード
ディスクやコンピューター自体の故障）の場合が考えられます。論理的な障害であれば、HD 革命 /FileRecovery
でファイルを取り出すことができる可能性がありますが、物理的な障害の場合はファイルを取り出すことはできま
せん。なお、ハードの障害であっても、データを復旧するサービス（有料）がございますのでご検討ください。

Case7

・Windows の起動途中で Windows ロゴが出たまま止まってしまう。
・Windows の起動途中で一瞬青い画面が表示され再起動してしまう。

　「Windows PE 起動用ディスク」（4-3 ページ）を作成している場合は、このディスクでコン
ピューターを起動（2-22 ページ）し、最初に「ファイルのコピーツール」（4-2 ページ）でフ
ァイルが取り出せるかを確認します。
　目的のファイルが見つからない場合は、「簡単復元」で「ドライブごとフォーマットしてしま
った」（2-4 ページ）を選択して復元を行います。

Windows の起動時に問題

※ この状態のとき、Windows の起動に必要なシステムファイルが損傷しているか、ハードウェアのドライバが原因
の可能性があります。そうであれば、その他のファイルには問題がない可能性が高いと考えられます。

２．製品CDまたはWindows PE 起動用ディスクでコンピューターを起動してファ
イルを復元する（Standard 版は非対応）

Point
Standard 版は Windows PE が搭載されていないため、コンピューターが起動できない状態ではファイ
ルを復元できません。ハードディスクを取り外すことが可能であれば、別のコンピューターに接続するこ
とで Standard 版でもファイルの復元を行うことができます。なお、ハードディスクの取り外し方法は
コンピューターのメーカーにお問い合わせください。





第 2 章

データの復元

ここでは、HD 革命 /FileRecovery を使用して、
削除してしまったファイル、フォーマットして
しまったドライブなどを復元する方法について
説明します。
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HD 革命 /FileRecovery を起動

操作を選択

削除した（ごみ箱を空にした）ファイルを復元
　Windows の起動状態で製品 CD 中の HD 革命 /FileRecovery を直接起動し、誤って削除して
しまったファイルを復元します。

　次の画面が表示されますので、「直接起動」
を選択します。

　「簡単復元」を選択します。

　HD 革命 /FileRecovery の製品 CD をドラ
イブに挿入します。

　「ごみ箱から削除してしまった」を選択します。

　データが保存されていたドライブを選択します。

製品 CD をドライブに挿入 復元したいデータの状況を選択

ドライブを選択

2

3

1 4

5

❷クリック

❶クリック

❸クリック

❺クリック

❹クリック

❻選択

❼クリック
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　検出が終わるとメッセージが表示されますの
で、「OK」をクリックします。

　検出されたファイルの中から復元するファイ
ルを選択し、「復元」をクリックします。

　ファイルの保存先を指定します。

　ファイルの復元が始まります。

　復元が完了するとメッセージが表示されます
ので、「OK」をクリックします。

　以上で復元は終了となり、指定したフォル
ダーにファイルが復元されています。

　ドライブのスキャンが始まり、復元可能な
ファイルが検出されます。

スキャンの終了

復元するファイルの選択

復元の実行

復元の完了

スキャンの実行

7

8

9

10

6

❽クリック

Point
ファイルの復元を行いたいドライブと同じドライ
ブは指定できません。復元先のドライブがない場
合は、USB ハードディスクなどを接続して復元
先を確保してください。

Point
復元したいファイルが見つからない場合は、「フ
ァイルの詳細復元」で「ファイルシステムを検出
してスキャンする」（2-17 ページ）を選択して
スキャンを行ってみてください。

❾ファイルを選択 �クリック

�クリック

�保存先フォルダーを選択

�クリック
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HD 革命 /FileRecovery を起動

操作を選択

フォーマットしてしまったドライブからファイルを復元
　Windows の起動状態で製品 CD 中の HD 革命 /FileRecovery を直接起動し、フォーマットし
てしまったドライブに保存されていたファイルを復元します。フォーマットしたドライブ以外でも、

「ディスクの管理」で領域が存在するドライブであれば復元を行うことができます。

　次の画面で「直接起動」を選択します。

　「簡単復元」を選択します。

　HD 革命 /FileRecovery の製品 CD をドラ
イブに挿入します。

　「ドライブごとフォーマットしてしまった」
を選択します。

　復元するファイルの種類（拡張子）を選択します。

製品 CD をドライブに挿入 復元したいデータの状況を選択

ファイルの種類を選択

2

3

1 4

5

❷クリック

❶クリック

❸クリック

❺クリック

❹クリック

❼クリック

❻クリック
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　データが保存されていたドライブを選択します。

ドライブを選択6

❽選択

❾クリック

　検出が終わるとメッセージが表示されますの
で、「OK」をクリックします。

　ドライブのスキャンが始まり、復元可能な
ファイルが検出されます。

スキャンの終了

スキャンの実行

8

7

�クリック

　検出されたファイルの中から復元するファイ
ルを選択し、「復元」をクリックします。

復元するファイルの選択9

�ファイルを選択 �クリック

　ファイルの保存先を指定します。

Point
ファイルの復元を行いたいドライブと同じドライ
ブは指定できません。復元先のドライブがない場
合は、USB ハードディスクなどを接続して復元
先を確保してください。

Point
残り時間は概算値のため、スキャンの状況により
時間が増減します。また、スキャンするドライブ
のサイズが大きいと、終了までに時間がかかる場
合があります。

�クリック

�保存先フォルダーを選択

　ファイルの復元が始まります。

復元の実行10
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　復元が完了するとメッセージが表示されます
ので、「OK」をクリックします。

　以上で復元は終了となり、指定したフォル
ダーにファイルが復元されています。

復元の完了11

�クリック

パーティションの認識と選択する操作について

HD 革命 /FileRecovery では、フォーマットを行ったパーティション（ドライブ）からファ
イルを復元する際、「簡単復元」で復元を行う場合は「ドライブごとフォーマットしてしまった」を
選択してスキャンを行います。この方法はフォーマットしたドライブだけではなく、パーティショ
ンの情報が不正で開くことができないようなパーティションの場合にも使用できます。基本的には、
Windows の「ディスクの管理」画面でパーティションが認識されているパーティションはすべてこの
方法でスキャンすることができます。
また、既にパーティションを削除してしまい、Windows 上でパーティションとして認識されていない

「未割り当て」のドライブからもファイルの復元を行うことができますが、この場合は次ページの4の
ように「ドライブごと認識されなくなった」を選択してスキャンを行います。

＜参考＞
下の画面は、Windows の「ディスクの管理」画面ですが、①のパーティションは「RAW」と表示され、
正常に開くことができない状態です。しかし、パーティションとしては存在していることが確認できます。
②はフォーマットを行ったパーティションで、正常に認識されています。①や②のように「ディスクの
管理」で認識されているドライブは、「ドライブごとフォーマットしてしまった」を選択してスキャン
を行います。
ただし、③は「未割り当て」と表示されパーティションが存在していないため、「コンピューター（マ
イ コンピュータ）」画面でも表示されません。③のように「ディスクの管理」で認識されていないドラ
イブは、「ドライブごと認識されなくなった」を選択してスキャンを行います。

正常な状態ではありませんが、パーティ
ションとしては認識されています。

正常な状態のパーティションです。

パーティションが割り当てられていない
状態です。

①

②

③

Windows 8.1/8/7/2008 Server/Vista で通常
フォーマット（クイックフォーマットでないフ
ォーマット）を行うと、データが保存されてい
る領域が 0 で上書きされてしまいファイルの復
元ができなくなります。
フォーマットは、OS やソフトウェアによって
動作が異なりますので、状況によってはファイ
ルの復元ができない場合があります。
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HD 革命 /FileRecovery を起動

操作を選択

認識されないドライブからファイルを復元

　次の画面が表示されますので、「直接起動」
を選択します。

　「簡単復元」を選択します。

　HD 革命 /FileRecovery の製品 CD をドラ
イブに挿入します。

　「ドライブごと認識されなくなった」を選択
します。

製品 CD をドライブに挿入 復元したいデータの状況を選択

2

3

1 4

❷クリック

❶クリック

❸クリック

❺クリック

❹選択

　Windows の起動状態で製品 CD 中の HD 革命 /FileRecovery を直接起動し、「コンピューター
（マイ コンピューター）」画面で認識されないドライブに保存されていたファイルを復元します。

　復元するファイルの種類（拡張子）を選択します。

ファイルの種類を選択5

❻クリック

❼クリック
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　認識できないディスクを選択します。

　ドライブが存在していた領域（未割り当て領域）
を選択します。

物理ディスクの選択

ドライブ（領域）を選択

6

7

❽選択

�選択

❾クリック

�クリック

Point
「コンピューター（マイ コンピューター）」画面
でドライブとして認識されているパーティション
は表示されません。認識されているパーティショ
ンからファイルを復元する場合は、「ドライブご
とフォーマットしてしまった」（2-4 ページ）を
選択して復元を行います。

　検出が終わるとメッセージが表示されますの
で、「OK」をクリックします。

　ドライブのスキャンが始まり、復元可能な
ファイルが検出されます。

スキャンの終了

スキャンの実行

9

8

�クリック

　検出されたファイルの中から復元するファイ
ルを選択し、「復元」をクリックします。

復元するファイルの選択10

�ファイルを選択 �クリック

Point
残り時間は概算値のため、スキャンの状況により
時間が増減します。また、スキャンするドライブ
のサイズが大きいと、終了までに時間がかかる場
合があります。
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　ファイルの保存先を指定します。

Point
ファイルの復元を行いたいドライブと同じドライ
ブは指定できません。復元先のドライブがない場
合は、USB ハードディスクなどを接続して復元
先を確保してください。

�クリック

�保存先フォルダーを選択

　ファイルの復元が始まります。

復元の実行11

　復元が完了するとメッセージが表示されます
ので、「OK」をクリックします。

　以上で復元は終了となり、指定したフォル
ダーにファイルが復元されています。

復元の完了12

�クリック

Point
パーティションを削除してしまったような場合
は、ファイル情報がそのまま残っている可能性
が高いため、「詳細復元」の「ファイルシステム
を検出してスキャンする」を選択してスキャン

（2-17 ページ）を行うと、特定の拡張子以外の
ファイルも復元できる可能性があります。また、
Professional 版の場合は、「パーティション修
復」ツール（3-2 ページ）で、削除したパーテ
ィションを元に戻すことができる可能性がありま
す。
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HD 革命 /FileRecovery を起動

操作を選択

メールデータを復元

　表示される画面で、「直接起動」を選択します。

　「メールの復元」を選択します。

　HD 革命 /FileRecovery の製品 CD をドラ
イブに挿入します。

　ファイルの復元方式と使用しているメールソ
フトを選択します。

製品 CD をドライブに挿入 復元方法とメールソフトを選択

2

3

1 4

❷クリック

❶クリック

❸クリック

　Windows の「エクスプローラ」などから削除したメールのデータファイル（PST、EML、
DBX、Inbox）を検索し、メールの内容を個別に復元します。メールソフト上で削除したメールの
内容も復元できます。メールのデータファイル（PST、EML、DBX、Inbox）として復元する場合は、
2-2 または 2-4 ページの操作を行ってください。
　なお、製品 CD（2-21 ページ）または Windows PE 起動用ディスク（2-22 ページ）でコンピュー
ターを起動した場合は、メールデータ復元機能を利用することはできません。

Point
メールファイルを検出して復元する：
削除されたメールのデータファイル（PST、EML、
DBX、Inbox）を復元し、メールの件名ごとに表
示します。メール１件ごとに選択して復元を行う
ことができます。
メールファイルから削除したメールデータを復元する：
メールソフト上で削除したメールの内容を復元し、
メールの件名ごとに表示します。
メール１件ごとに選択して復元を行うことができ
ます。

❺クリック

❹復元方式・メールソフトを選択

・「メールファイルを検出して復元する」を選択したときは
　➡次ページ5へ続く

・「メールファイルから削除したメールデータを復元する」を
　選択したときは
　➡ 2-13 ページ5へ続く
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メールファイルを検出して復元

　メールデータが保存されていたドライブを選
択します。

　検出されたメールが表示されます。ここで復
元するメールを選択して「復元開始」をクリッ
クします。この画面では、検出したメールの件
名や送信者などからメールの内容を検索するこ
ともできます。

ドライブを選択

復元するメールを選択

5

8

❻選択

❼クリック

�クリック

　検出が終わるとメッセージが表示されますの
で、「OK」をクリックします。

　ドライブのスキャンが始まり、復元可能な
ファイルが検出されます。

スキャンの終了

スキャンの実行

7

6

❽クリック

❾復元したいメールを選択

Point
残り時間は概算値のため、スキャンの状況により
時間が増減します。また、スキャンするドライブ
のサイズが大きいと、終了までに時間がかかる場
合があります。

Point
Windows メール（Live メール）は、メール１
件につき１つの EML ファイルが作成されますの
で、Windows メール（Live メール）上でメー
ルの内容を削除すると、その内容が記載された
EML ファイルが削除されます。
そのため、Windows メール（Live メール）で
メールの内容を個別に復元するには、EML ファ
イルを復元することになるため、「メールファイ
ルを検出して復元する」を選択してメールの復元
を行うことになります。
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　ファイルの復元が始まります。

復元の実行10

　復元が完了するとメッセージが表示されます
ので、「OK」をクリックします。

　以上で復元は終了となり、指定したフォル
ダーにファイルが復元されています。

メールファイル復元の完了11

�クリック

対応しているメールソフトについて

メールソフトは、受信したメール 1 件ごとの内容をメールデータファイルとして保存してい
ます。このファイルは、メールソフトごとに形式が異なります。HD 革命 /FileRecovery は、下記メ
ールソフトのファイルに対応しています。

＜対応メールソフト＞
Microsoft Outlook Express 6.x
Microsoft Outlook 2000
Microsoft Outlook XP
Microsoft Outlook 2003
Microsoft Outlook 2007
Microsoft Outlook 2010

DBX ファイル

Inbox ファイル
PST ファイル

EML ファイル

※HD 革命 /FileRecovery の「メールの復元」機能でメールを復元した場合は、メール 1 件につき 1 つの EML ファ
イルとして復元されます。EML ファイルは、Outlook Express、Outlook でも読み込むことができます。

※Outlook 上で削除したメールは PST ファイルとして復元されます。メール 1 件ごとに復元を行うことはできま
せん。

※Thunderbird のメールデータファイルは、標準で拡張子のない「Inbox」というファイル名で作成されます。

　ファイルの保存先を指定します。

保存先の選択9

�クリック

�保存先フォルダーを選択

Point
ファイルの復元を行いたいドライブと同じドライ
ブは指定できません。復元先のドライブがない場
合は、USB ハードディスクなどを接続して復元
先を確保してください。

Windows メール
Windows Live メール
Thunderbird
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　メールのデータファイルが自動的に検索され、
見つかると表示されます。表示された中から復
元したいファイルを選択します。

　検出が終わると復元可能なメールの内容が表
示されます。復元するメールを選択して「復元
開始」をクリックします。
　この画面では、検出したメールの件名や送信
者などからメールの内容を検索することもでき
ます。

　ドライブのスキャンが始まり、復元可能な
ファイルが検出されます。

復元するデータファイルを選択 メールデータの修復

スキャンの実行
保存先を選択

5 7

6
8

❻選択

❼クリック クリックして、ファイルを
追加することができます。

削除したメールデータを復元

�保存先フォルダーを選択 �クリック

❽復元するメールを選択

❾クリック

　ファイルの保存先を選択します。

Point
残り時間は概算値のため、スキャンの状況により
時間が増減します。また、スキャンするドライブ
のサイズが大きいと、終了までに時間がかかる場
合があります。
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　ファイルの復元が始まります。 　復元が完了するとメッセージが表示されます
ので、「OK」をクリックします。

復元の実行 復元の完了9 10

�クリック

　以上で復元は終了となり、指定したフォル
ダーにファイルが復元されています。

メールデータファイルの保存場所について

メールを受信したときのメールの内容はメールデータファイルに保存されます。Microsoft 社
のメールソフトは、標準で以下の場所にファイルが作成されています。ただし、インポートを行った場
合は、標準フォルダー以外に作成されている場合があります。なお、ファイルの保存されている場所は
隠しフォルダーになっているため、Windows の初期設定ではフォルダーが見えません。Windows の
フォルダーオプションで「隠しファイルや隠しフォルダーを表示する」設定に変更してください。

● Microsoft Outlook
・Windows 8.1/8/7/Vista
　　C:\Users\（ユーザー名）\AppData\Local\Microsoft\Outlook
※Outlook では、上記フォルダーに PST ファイルが作成されています

● Windows Live メール（Windows メール）
・Windows 8.1/8/7/Vista
　　C:\Users\（ユーザー名）\AppData\Local\Microsoft\Windows Live mail
※Windows Live メールの場合、「Windows Live mail」フォルダーの下にユーザーアカウントのフォ

ルダーが作成され、その中にメール 1 件ごとに EML ファイルが作成されています。
※Windows Vista では、フォルダーが「Windows Live mail」ではなく「Windows mail」となって

いる場合があります。

● Thunderbird
 ・ Windows 8.1/8/7/Vista
　　C:\Users\ark\AppData\Roaming\Thunderbird\Profiles\（ランダム文字列）.default\Mail
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ファイルの詳細復元

　下の詳細復元のメイン画面では、「通常スキャ
ン」または「詳細スキャン」で検出したファイ
ルの表示や復元、設定の変更、復元結果の保存
などの操作を行うことができます。

詳細復元のメイン画面の起動4

　Windows の起動状態で製品 CD 中の HD 革命 /FileRecovery を起動し、復元時の設定を指定
してファイルの復元を行うことができます。簡単復元を行ってもファイルの一部が欠けているなど
で正常に復元できないとき、詳細復元で設定を変えることで復元できる場合があります。

HD 革命 /FileRecovery を起動

操作を選択

　表示される画面で、「直接起動」を選択します。

　「詳細復元」を選択します。　HD 革命 /FileRecovery の製品 CD をドラ
イブに挿入します。

製品 CD をドライブに挿入

2

31

❷クリック

❶クリック
❸クリック

メニューバー

ツールバー

フォルダーウィンドウ：
コンピューターに接続されて
いるドライブが表示されます。

「検出ファイルウィン
ドウ」で 選 択 し た
ファイルを復元しま
す。ファイルの復元
を行いたいドライブ
と同じドライブは指
定できません。

プレビューウィンドウ：
復元するファイルのプレ
ビューが表示されます。

検出ファイルウィンドウ：
検出したファイルのリストが表示されます。

ファイル検索ウィンドウ：
復元したファイルを種類ごと
に検索することができます。
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通常スキャン：「コンピューター」画面で削除したファイル、ごみ箱を空にしたときに中
にあったファイルを検出します。「簡単復元」の「ごみ箱から削除してしまった」を選択
したときと同じ機能となります。

詳細スキャン：スキャン方式を選択してファイルの検出を行います。どちらも指定された
ドライブ内をすべてスキャンしますが、次のような違いがあります。

「直接ファイルを検出する」方式は、特定の拡張子を持つファイルの特徴を元により詳細
な検出を行います。復元できる拡張子が限定されますが、検出率は高くなります。「簡単
復元」の「ドライブごとフォーマットしてしまった」「ドライブごと認識されなくなって
しまった」を選択した場合は、こちらの方式でファイルの検出を行っています。

「ファイルシステムを検出してスキャンする」方式は、ファイルの位置やサイズが記録さ
れたファイル管理情報を元にスキャンを行います。ファイルの拡張子に関わらずファイル
を検出できますが、ファイルの管理情報の破損状態によっては、ファイルを検出できない
場合があります。

ツールバーの各機能

ドライブを選択し、スキャ
ン開始をクリックします。

検出されたファイルはメイン
画面の検出ファイルウィンド
ウに表示されます

検出されたファイルはメイン画面の検
出ファイルウィンドウに表示されます

左側でドライブまたは未割り当ての領域
を選択し、右側のスキャン方式を選択しま
す。直接ファイルを検出する場合は、検出
するファイルの拡張子も選択します。
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結果保存：検出ファイルウィンドウに表示されたファイルリストを保存できます。結果を
保存しておくことで、再度スキャンすることなくファイルを復元できるようになります。

結果読込：保存したファイルリストを読み込みます。

ウィザード：ウィザード画面が表示されます。ウィザードが起動すると、ファイルの検出
結果が破棄されてしまいますのでご注意ください。

設定：ファイルを復元する際の設定を変更することができます。

ファイルカテゴリの編集タブでは、メイン画面のフ
ァイル検索ウィンドウをカスタマイズすることがで
きます。最初に左側でカテゴリを追加し、右側で
拡張子を追加します。

「OK」をクリックすると、編集した内容がファイル
検索ウィンドウに反映されます。

復元の設定タブでは、復元先のフォルダ構成と、
復元するファイルのサイズ、更新日時の設定を行
います。
検出したファイルの中には、元のファイルサイズが
不明の場合があります。サイズが不明の状態では
復元ができないため、指定したファイルサイズと
みなして復元を行います。そのため、元のファイル
サイズが小さくても復元したサイズが大きくなるこ
とがあります。また、逆に元が指定されたファイル
サイズ以上の場合は、途中でファイルが切れてし
まいます。復元したファイルに問題がある場合は、
この画面でサイズを調整してください。



2 - 18

表示切替：検出ファイルウィンドウの表示を切り替えることができます。ボタンを押すご
とに「詳細」「並べて表示」「縮小版」と表示が変わります。

ヘルプ：HD 革命 /FileRecovery のヘルプが表示されます。

終了：HD 革命 /FileRecovery が終了します。

Point
ツールバーの各ボタンの操作は、メイン画面のメニューバーからも選択できます。

詳細復元に関する補足

メイン画面のプレビューウィンドウ：メイン画面のプレビューウィンドウでは、ドライブを
スキャンして検出された復元可能な画像ファイルとテキストファイルの内容を表示することができます。
プレビューした画像が途中までしか表示されていなかったり、テキストが文字化けしてしまっていたり
する場合は、ファイルを復元しても正常な状態で復元できません。なお、画像ファイルのプレビューで
は、プレビューウィンドウを右クリックすることで画像の拡大、縮小を行うことができます。

プレビューウィンドウの画像は、
10% ～ 200% の範囲で拡大、
縮小を行うことができます。

復元先のフォルダー構成：ファイルの復元先フォルダーには、通常はファイルの拡張子ごとにフォルダー
を作成してファイルが復元されますが、メイン画面の「設定」→「復元の設定」で設定を変更すること
で、元のフォルダーの構成でファイルを復元するようにできます。
元のフォルダーの構成で復元を行う場合、例えばファイルが保存されていた元のフォルダー構成が「C: 
¥photo¥image」であったとき、復元先を「D:¥FileRecovery」に指定すると、「D:¥FileRecovery 
¥photo¥image」とフォルダーが作成され復元されます。ただし、ごみ箱を空にしたときのファイル
を復元する場合は「$Recycle」フォルダーが作成されます。また、元のフォルダー構成が不明の場合
は「UnKnown」フォルダーが作成され、ファイルが復元されます。
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インストールしてファイルを復元

　「インストール開始」をクリックします。

　デスクトップに作成された「Arkランチャー」
をダブルクリックします。Ark ランチャーでは、
CD から直接起動したときと同じように、各復
元操作や Windows PE 起動用ディスクの作成
などを行うことができます。

　シリアル番号を入力します。

　復元したいデータがシステムドライブに保存
されている場合、インストールすることで復元
を行うデータが上書きされてしまう可能性があ
りますので、インストールを行わないでくださ
い。この場合は、上の 1 で「直接起動」を選
択し、復元作業を行ってください。

クリック

インストール開始

Ark ランチャーの起動

シリアル番号の入力

メッセージの確認

1

4

3

2

　あらかじめ HD 革命 /FileRecovery をインストールしておき、誤ってファイルを削除してしまっ
た場合やドライブが認識されなくなった場合に、インストールした HD 革命 /FileRecovery を起
動してファイルを復元する方法です。

3-2 ページ

2-2 〜 2-9 ページ

2-15 ページ

2-10 ページ
4-2 〜 4-10 ページ
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　製品 CD に搭載されている Linux（ubuntu）でコンピューターを起動して、ファイルを復元す
ることができます。

　ランチャーが起動しますので、操作を選択し
ます。操作手順は Windows 上で直接起動した
場合と同じになりますので、各機能のページを
参照してください。

製品 CD から起動してファイルを復元

　製品 CD をドライブに挿入した状態でコン
ピューターを起動します。次のような画面が表
示され、Linux（ubuntu）が起動します。

コンピューターを起動 ランチャーの起動1 2

Point
CD から起動できない場合は、CD から起動でき
るようにコンピューターの設定を変更する必要が
あります。1-3 ページのコラムを参考にしてく
ださい。
変更方法が不明な場合は、ご使用のコンピュー
ターメーカーにお問い合わせください。

（Standard 版は非対応）

3-2 ページ〜

2-2 ページ〜

・製品 CD に搭載された Linux 版は、旧バージョンの Ver.2 となります。Ver.3 で新たに追加された
拡張子やその他新機能には対応していません。

・Windows 8.1/8/7 のコンピューターにおいて、UEFI モードで起動している環境では、製品 CD の
Linux（ubuntu）を起動することができません。コンピューターの UEFI 設定画面で、レガシーモ
ード（BIOS 互換モード）に変更してから操作を行ってください。

　設定を変更できないコンピューターで製品 CD から起動できない場合、Professional 版では、
Windows ベースの「Windows PE 起動用ディスク」を作成できますので、このディスクで起動し
てファイルの復元を行うことができます。

製品CDに搭載されているOSはLinux（ubuntu）
で、Windows とは異なる OS となります。そ
のため、Windows で使用できる周辺機器であ
っても環境によっては認識できないことがあり
ます。
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ドライバのインストール

CD で起動後の Ark ランチャーで、「便
利ツール」→「デバイスドライバのインストー
ル」を選択し、ドライバ情報ファイル（inf ファ
イル）を選択して RAID や SATA などのドラ
イバを追加できます。
ハードディスクが認識できる場合はこの操作は
不要です。必要なドライバはハードウェアに添
付されているものを使用するか、メーカーの
Web サイトからダウンロードしてください。

　HD革命/FileRecovery Professional版で作成したWindows PE起動用ディスク（4-3ページ）
でコンピューターを起動して、ファイルを復元することができます。

　次のメッセージが表示されている間に、キー
ボードで何かキーを押します。

Windows PE 起動用ディスクで起動してファイルを復元

　Windows PE 起動用ディスクをドライブに
挿入（起動用 USB メモリーは USB ポートに
接続）した状態でコンピューターを起動します。

コンピューターを起動

起動の選択

1

2

Point
このメッセージが表示されない場合は、CD ま
たは USB メモリーから起動できるようにコン
ピューターの設定を変更する必要があります。
1-3 ページのコラムを参考にしてください。な
お、変更方法が不明な場合は、ご使用のコンピュー
ターメーカーにお問い合わせください。

Ark ランチャーの起動

　Ark ランチャーが起動しますので、操作を
選択します。操作手順は各機能のページを参照
してください。なお、RAID や SCSI 環境で対
応したドライバが必要な場合は、左下のコラム
を参照しドライバをインストールしてください。

3

（Standard 版は非対応）

3-2 ページ

2-2 〜 2-9 ページ2-15 ページ

4-2 〜 4-8 ページ





第 3 章

パーティションの修復

パーティション情報をスキャンし、パーティシ
ョン情報が間違っていた場合にその修復を試み
るツールの使用方法を説明しています。

（Standard 版は非対応）
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　「パーティション修復」ツールは、Professional 版のみに付属する機能で、パーティション情報を
スキャンし、間違って登録されているパーティション情報を元の正常な状態へ修復するツールです。
　パーティション情報が間違っているだけの状態のときは、パーティション内に存在するファイル
に問題がない可能性が高く、その場合はパーティション情報を修復することができると、第２章の
データ復元操作を行わなくてもファイルを取り出すことができます。
　しかし、パーティション情報はパーティションが作成、変更されるごとに更新されるため、スキ
ャンした結果のパーティション情報が必ずしも元の状態と一致するとは限りません。そのため、修
復を行ったとしても確実に元の状態に戻せる保証はありません。また、パーティションの情報が完
全に壊れてしまっている場合は、「パーティション修復」ツールではパーティションを検出するこ
とができません。
　あくまで、補助的なツールとして使用し、「パーティション修復」ツールで元に戻すことができ
ない場合は「簡単復元」または「詳細復元」でファイルの復元を行ってください。
　なお、Windows の「ディスクの管理」画面でハードディスクが物理的に認識されていない場合
はハードディスクまたはコンピューターの故障の可能性があり、「パーティション修復」ツールで
修復を行うことはできません。
　「パーティション修復」ツールは、次のような場合に使用できます。

Case1

Case2

Case3

「コンピューター（マイ コンピューター）」でドライブを開くと「フォーマットしますか？」
と表示される。

「ディスクの管理」画面で RAW と表示されている。

「ディスクの管理」画面でパーティション（ボリューム）を削除してしまった。
「ディスクの管理」画面で存在していたはずのパーティション（ボリューム）が「未割り当て」
と表示されている。

パーティション修復を行う前にお読みください
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Point
既に存在し正常に認識されているドライブ（フォーマットしてしまったドライブも含む）には、「パーテ
ィションの修復」ツールを使用することはできません。

「パーティションの修復」ツールを実行する前に、必ず「パーティション修復」ツールのメイン画面で「フ
ァイル」→「パーティションテーブルをファイルへ保存」を選択し、現在のパーティションの状態をフ
ァイルに保存してください。

「パーティションの修復」ツールを実行した結果、正常な状態に戻すことができなかった場合でも、実行
前のパーティションの状態に復元することができます。パーティションの状態を復元した後に「簡単復元」
または「詳細復元」を選択してハードディスクをスキャンし、ファイルを復元してください。

パーティションテーブルとは

パーティションテーブルは、パーティションの開始、終了位置やファイルシステムなどのパー
ティション情報が記録された領域です。MBR（マスターブートレコード）内にあり、コンピューター
の起動時に読み込まれます。
パーティションテーブルには、現在存在しているパーティションの値が規則に従って記録されていて、
パーティション編集ソフトウェアなどを使用してパーティションの分割やサイズ変更を行うと、この値
も変更されます。通常何もしなければ値が変更されることはありませんが、ある日突然この値が変わっ
てしまうことがあります。

「コンピューター（マイ コンピューター )」画面でドライブのアイコンをダブルクリックすると、「フォ
ーマットしますか？」と表示される場合や、存在していたパーティションが消えてしまう現象は、この
パーティションテーブルが原因の可能性がありますので、HD 革命 /FileRecovery Professional 版に
付属している「パーティション修復」ツールで、パーティションテーブルを解析し正常な状態に修復を
行います。
パーティションテーブルは、4-8 ページの操作で「ドライブ情報の取得」ツールを起動し、「ツール」
メニューから「パーティションテーブルエディタ」を選択することで確認できます。

「パーティションテーブルの編集」画面では各
値を変更することができますが、間違った値を
入力すると Windows が起動できなくなる場合
や、パーティションが開けなくなる場合があり
ます。正常に Windows が使用できているので
あれば、操作を行わないようにしてください。
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　「HD 革命 /FileRecovery」の製品 CD をド
ライブに挿入します。

　「パーティションの修復ツール」メイン画面
が起動します。ここでは、現在のパーティショ
ンの状態が表示されます。

パーティション修復のメイン画面の起動
　「パーティション修復」ツールは、「コンピューター（マイ コンピューター）」画面でドライブが
開けない場合や、パーティションを削除してしまった場合に、パーティション情報を修復すること
で元の状態への復元を試みるツールです。

ドライブに製品 CD を挿入

メイン画面の起動

パーティション情報を保存

「パーティションの修復」を選択

1

3

4

2

❶クリック

　次の画面が表示されますので、「パーティシ
ョンの修復」を選択します。

　最初にパーティションテーブルの情報を保存
します。「パーティション修復」ツールでパー
ティションの修復が正常に行われない場合に元
の状態に戻すことができますので、必ず最初に
保存を行ってください。

❶クリック

パーティションにエラーがあり修復可能な場合は黄色で表示されま
す。修復方法は 3-8 ページを参照してください。

スキャンした結果、復元可能なパーティションがある場合は青色で
表示されます。修復方法は 3-6 ページを参照してください。

Point
ファイルメニューから「パーティションテーブル
をファイルから復元」を選択することで、パーテ
ィションテーブルの状態を保存した時の状態に戻
すことができます。

❷クリック
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スキャンのモードについて

「パーティション修復」ツールの初期設定では、パーティションのスキャンは「高速スキャン」
モードに設定されています。「高速スキャン」モードでは、パーティションの情報が存在するセクター
のみを検索しますので、スキャンは短時間で終わります。

「パーティション修復」ツールには、より高度な検索方法として「詳細スキャン」モードがあり、メイ
ン画面の「設定」メニューで「詳細スキャン」モードに変更できます。「詳細スキャン」モードでは、
１セクターごとにパーティション情報を検索しますので、「高速スキャン」で見つからないパーティシ
ョンも検索できる可能性があります。ただし、ハードディスクの容量が大きいほど時間がかかることに
なります。
また、直前の状態のほかに過去に作成されていたパーティションの状態が複数表示されてしまうことが
あり、復元したいパーティションが判断できなくなる場合もあります。
通常は、「高速スキャン」モードで直前のパーティションの情報が検索されますので、ほとんどの場合は、

「高速スキャン」モードで十分です。パーティションが見つからない場合のみ、「詳細スキャン」モード
を実行してください。

複数のパーティション情報が表示された状態
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　「パーティションの修復ツール」メイン画面
を開き、修復を行うディスクを選択し「スキャ
ン開始」をクリックします。

　スキャン中は、画面下にスキャン中のセクタ
ー数が表示されます。

　修復を行うことができるパーティションの情
報が青色で表示されますので、修復するパーテ
ィションにチェックを入れます。

　スキャン終了後、「OK」をクリックします。

　「はい」をクリックするとスキャンが開始し
ます。

ディスクの選択・スキャン開始 スキャンの実行

修復するパーティションの選択

1 2

3

パーティションの修復（パーティションが認識されない場合）
　「ディスクの管理」でパーティションを誤って削除（解放）してしまった場合や、突然パーティ
ションが消失した場合に、元のドライブ情報をスキャンして復元を行います。
　次のような状況の場合に使用できます。
・「ディスクの管理」画面でパーティション（ボリューム）を削除してしまった。
・「ディスクの管理」画面で存在していたはずのパーティション（ボリューム）が「未割り当て」と

表示されている。

❶ディスクを選択

❷クリック

❸クリック

❹クリック

❺チェック
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　「パーティションを修復」をクリックします。

　「OK」をクリックすると、パーティション
情報が再検索されます。

　メイン画面に、修復した状態のパーティショ
ン情報が表示されます。

　「はい」をクリックすると修復が始まります。

修復の実行

修復の完了

4

5
色がついていないパーティションは、現在ドラ
イブとして存在している（認識されている）パ
ーティションです。修復を行うパーティション
が現在存在しているパーティションと位置が重
なる場合は修復を行うことはできません。

修復を行った後に「フォーマットしますか」と
メッセージが表示される場合は、正常に修復が
できていません。このメッセージが表示されて
も絶対にフォーマットを行わないようにしてく
ださい。
パーティションが正常な状態に戻らない場合は、
メイン画面の「ファイル」メニューで「パーテ
ィションテーブルをファイルから復元」を選択
し、あらかじめ保存したパーティション情報を
復元してください。復元後に「簡単復元」また
は「詳細復元」でファイルの復元を行うように
してください。

❻クリック

❼クリック

❽クリック
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ディスクとパ−ティションの選択

修復の実行

1

3

2

パーティションの修復（パーティションが開けない場合）
　「ディスクの管理」でパーティションを誤って削除（解放）してしまった場合や、突然パーティ
ションが消失した場合など、パーティションを開くことができないときは、元のドライブ情報をス
キャンして復元を行います。
　次のような状況の場合に使用できます。
・ドライブを開くと「フォーマットしてくださ

い」と表示される。
・「コンピューター」画面でドライブが表示さ

れない。
・「ディスクの管理」画面で「RAW」と表示

されている。

コンピューターが特に問題なく正常に動作して
いる場合は、パーティションが黄色で表示され
ていても修復を行う必要はありません。問題が
生じていないパーティションを修復すると、コ
ンピューターを出荷時の状態に戻すこと（リカ
バリー）ができなくなるなど問題が発生する場
合があります。

　「パーティションの修復ツール」メイン画面
を開き、修復を行うディスクを選択します。

　修復するエラー項目が表示されます。「はい」
をクリックすると修復が実行されます。

　「ツール」メニューで「パーティション情報
のエラー修復」を選択します。

　エラーのあるパーティションが黄色で表示さ
れていますので、修復するパーティションを選
択します。

❶ディスクを選択 ❸選択

❷パーティションを選択

｢パーティション情報のエラーを修復」を選択

Point
黄色で表示されたパーティションを右クリックし
て「パーティション情報のエラー修復」を選択す
ることもできます。

❹クリック
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修復の完了4
　「OK」をクリックすると、パーティション
情報が再検索されます。

　メイン画面に、修復した状態のパーティショ
ン情報が表示されます。

❺クリック

修復を行った後に「フォーマットしますか」と
メッセージが表示される場合は、正常に修復が
できていません。このメッセージが表示されて
も絶対にフォーマットを行わないようにしてく
ださい。
パーティションが正常な状態に戻らない場合は、
メイン画面の「ファイル」メニューで「パーテ
ィションテーブルをファイルから復元」を選択
し、あらかじめ保存したパーティション情報を
復元してください。復元後に「簡単復元」また
は「詳細復元」でファイルの復元を行うように
してください。





第 4 章

便利ツール

ここでは、HD 革命 /FileRecovery を、より
有効に利用していただくための便利ツールにつ
いて説明しています。



4 - 2

ファイルコピーツール
　「Windows PE 起動用ディスクの作成」（4-3 ページ）で作成した起動用ディスクまたは起動用
メモリーでコンピューターを起動し、ファイルのコピーを行うことができます。Windows が起動
しない場合でも、ハードディスクから必要なファイルを取り出すことができます。

コピー先フォルダーを選択

コピーの実行

4

5

　コピー先のフォルダーを選択します。フォル
ダーを新規に作成し、そのフォルダーにコピー
することもできます。

　ファイル、フォルダーのコピーを実行します。

「ファイルコピーツール」を選択

コピー元ファイルを選択

　Ark ランチャーで「便利ツール」→「ファ
イルコピーツール」を選択します。

　コピーするファイル、フォルダーにチェック
を入れます。

　2-22 ページの手順でコンピューターを起動
します。

コンピューターを起動

2

3

1

❷選択

❹フォルダーを選択

❶クリック

❸クリック

❺クリック

フォルダーを新規
に作成できます。

Point
コピー先に同名のファイル、フォルダーが存在する
場合は、上書きをするかどうかを選択します。

（Standard 版は非対応）
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（Standard 版は非対応）Windows PE 起動用ディスクの作成
　Ark ランチャー、またはセットアップメニューから、Windows PE で操作を行うための起動用ディ
スクを作成することができます。作成される Windows PE 起動用ディスクに含まれる Windows 
PE のバージョンは、Windows 8.1/8 の場合は 4.0、Windows 7 では 3.0、Windows Vista では 2.0
となります。
　Secure Boot（セキュアブート）が有効な環境では、64bit 版 Windows 8.1/8 上で作成した
Windows PE4.0 の起動用ディスクでなければコンピューターを起動できません。Windows PE 起
動用ディスクを作成する Windows と使用する環境に注意してください。

　次の画面が表示されますので、「Windows 
PE 起動用ディスクの作成」を選択します。

　HD 革命 /FileRecovery の製品 CD をドラ
イブに挿入します。

「Windows PE 起動用ディスクの作成」を選択

製品 CD をドライブに挿入

2

1

❶クリック

復元したいデータがあるコンピューターで
「Windows PE 起動用ディスク」を作成すると
データが上書きされてしまう可能性があります。
別のコンピューターをお持ちの場合はそちらで
作成を行うようにしてください。

作成先ドライブの選択3
　空のメディアを挿入したドライブを選択します。

❷クリック

❸クリック
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　展開に必要なファイルのダウンロードが始まり、
ダウンロード後にファイルが展開されます。こ
の処理は時間がかかる場合があります（環境に
より異なりますが 30 分～ 2 時間程度の時間が
かかります）。

ダウンロード開始4

　作成中はコマンドプロンプトの画面が開き、
処理が行われます。

　ファイルの展開が終わると ISO ファイルの
生成が開始します。

ISO ファイルの作成5

起動用 USB メモリー作成時は USB メモリー
内のデータが削除されます。元に戻すことはで
きませんので、必要なデータが残っていないこ
とを確認してから作成を開始してください。

起動用USBメモリーの作成

「Windows PE 起 動 用 デ ィ ス ク の
作成」機能では、CD/DVD メディアの他に
USB メモリーなどのリムーバブルディスクも
指定できます。ここで作成した USB メモリー
は、CD/DVD メ デ ィ ア と 同 様 に Windows 
PE が搭載された起動用 USB メモリーとして、
操作を行うことができるようになります。
起動用 USB メモリーを作成する場合は、下の
オプション画面のドライブ名欄で、USB メモ
リーのドライブを選択してください。

USB メモリーのドライブを選択
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Point
インストールを行っている場合は、Ark ラン
チャーで「便利ツール」→「Windows PE 起動
用ディスクの作成」と選択することで作成できま
す。

クリック

　メディアへの書き込みが自動的に開始します。

　メディアへの書き込みが終了すると次のメッ
セージが表示されますので、「OK」をクリッ
クします。起動用 USB メモリーを作成する場
合は、このメッセージは表示されません。 

　Windows PE 起動用ディスクの作成が完
了すると次のメッセージが表示されますので、

「OK」をクリックします。

メディアへの書き込み

メディアへの書き込み終了

起動用ディスクの作成完了6

6

7

❺クリック

❹クリック
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CD/DVD/BD メディアの消去
　起動 CD の作成時に CD-RW、DVD±RW、BD-RE メディアを使用することができますが、使
用する前にメディアの消去を行う必要があります（CD-R、DVD±R、BD-R メディアの場合は消
去の必要はありません）。

Point
RW/RE メディアの消去方法
・メディアを完全消去する…メディア全体を完全
　に消去します。メディア全体を消去するため、
　時間がかかります。
・メディアを高速消去する…メディアのトラック
　情報を消去することにより高速に消去します。

　Ark ランチャーで「便利ツール」→「RW
メディアの消去」を選択します。

　消去中は進行状況が表示されます。完全消去
の場合は完了までに時間がかかります。

　消去終了後、次のメッセージが表示されます。
「OK」をクリックするとメディアがイジェク
トされます。

　消去するメディアをドライブに挿入します。

　消去するメディアを挿入したドライブを選択し
ます。

　消去方法を選択します。

「RW/RE メディアの消去」を選択 消去の実行

消去の終了メディアを挿入

ドライブを選択

消去方法を選択

1 5

62

3

4

❶クリック

❺選択

❸選択

❻クリック

❼クリック

❹クリック

❷クリック
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ネットワークドライブの割り当て（Windows PE で起動した場合）

　「Windows PE 起動用ディスクの作成」（4-3 ページ）で作成した起動用ディスクまたは起動用
USB メモリーで起動した場合に、ネットワークドライブにファイルを復元することができます。ネッ
トワークドライブに保存するためには、「ネットワークドライブの割り当て」が必要です。Windows
上での「ネットワークドライブの割り当て」と異なり、復元の実行前に毎回行う必要があります。
　また、DHCP サーバーがないネットワークの場合、「ネットワークの詳細設定」によって固定
IP アドレスを設定することができます。

　Ark ランチャーで「便利ツール」→「ネッ
トワークドライブの割り当て」を選択します。

コンピューターの起動

共有フォルダーを選択

「ネットワークドライブの割り当て」を選択

1

3

2

　2-22 ページの手順でコンピューターを起動しま
す。

　共有フォルダー名に直接ネットワークパスを
入力するか、「参照」をクリックして共有フォ
ルダーを指定します。

ネットワークドライブにログオンパ
スワードが必要な場合は、ユーザー
名とパスワードを入力します。

共有するフォル
ダーをツリーの
中から選択し、

「OK」をクリッ
クします。

❷クリック

❸クリック

❶クリック

IPアドレスの設定

DHCP サーバーが存在しないネット
ワーク環境で固定 IP アドレスを割り当てる必
要がある場合、Ark ランチャーで「便利ツール」
→「IP アドレスの設定」を選択し、任意の IP
アドレスを割り当てることができます。

「IP アドレスの設定」画面で、ネットワーク環
境に応じた IP アドレスを入力します。

共有フォルダー名を直接入力できます。

「ipconfig」コマン
ドを実行した結果が
表示されます。

ネットワークデバイスが複数接
続されているようなとき、「２」
では正しく設定できない場合が
あります。その場合は、３，４，
５…、と変更してみてください。

❶クリック

❷クリック
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ドライブ情報の取得
　コンピューターに接続されているハードディスクドライブの情報を取得し、表示することができ
ます。

ドライブ情報の取得2
　Ark ランチャーで「便利ツール」→「ドラ
イブ情報の取得」を選択します。

「ドライブ情報の取得」を選択1
　情報を表示させたいドライブを選択します。

❸情報を表示させたいディスクを選択

ドライブ情報を HTML ファイルに
書き出すときにクリック

❷クリック❶クリック

この画面の「ツール」メニューには Windows
やパーティション情報を変更する機能がありま
すが、誤った操作を行うと Windows を起動
できなくなります。Windows やパーティショ
ンの状態に問題がないときには使用しないでく
ださい。
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　Ark ランチャーで「便利ツール」→「コン
ピューター情報の取得」を選択します。

コンピューター情報の取得
　コンピューターに関する情報を取得し、表示することができます。

「コンピューターの情報」タブ 「アプリケーション」タブ

❸各タブをクリックして、コンピューターの情報やインス
トールされているアプリケーションなどの情報を表示

❹表示中のウィンドウの
スクリーンショットを
とるときにクリック

❺コンピューター情報をテ
キストファイルとして書
き出すときクリック

「コンピューター情報の取得」を選択 コンピューター情報の取得1 2

❷クリック❶クリック
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「サービス／ドライバ」タブ

「ツール」タブ

「革命シリーズ」タブ

「スタートメニュー」タブ

Point
「スタートメニュー」タブでチェックしたメニュ
ーを Windows のデスクトップに作成すること
ができます。

「ツール」タブで「ディスクの管理」「タスクスケ
ジューラ」ほかの Windows の機能を呼び出す
ことができます。



第 5 章

参考資料

ここでは、削除したファイルやフォーマットし
たドライブを復元する原理などを、参考資料と
して掲載しています。
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　ハードディスクは、金属のディスクに磁気ヘッドを近づけデータの読み書きを行う記憶装置で
す。大容量化、低価格化に伴い、ファイルの保存に適した記憶装置として使用されています。
　このように便利な記憶装置であるハードディスクは、コンピューターや OS によって決められ
た規則のもとで管理され動作しています。
　ハードディスク上でファイルを管理する部分は「ファイルシステム」と呼ばれ、ハードディスク
を使用する上で極めて重要な役割をもっています。　
　ファイルシステムには、ファイルの名前、サイズ、種類、位置などの情報が記録されたインデッ
クスがあり、目次や住所録のような役割をしています。Windows は、そのインデックスを元に
正確にファイルにアクセスできます。Windows においては、FAT（File Allocation Table）や
MFT（Master File Table）と呼ばれ、これによりユーザーはファイルを保存する際、ハードディ
スクのどの位置にファイルを保存するかなどを意識することなく、またどんなにファイルが多い状
況下でも目的のファイルに簡単にアクセスできるようになります。
　本マニュアルでは、以降このインデックスを「ファイルテーブル」と呼びます。

　ファイルテーブルは、ファイルの作成や削除、移動やファイル名の変更が行われる際に更新され、
どの位置にどのようなファイルが存在するかを常に記録しています。
　ファイルが削除された場合は、まずファイルテーブルの情報が削除されます。ファイルはハード
ディスク上から削除されたように見えますが、実際は OS 上から見えないだけでまだハードディ
スク上に存在しています。

　削除されたファイルの場所はすぐに次のファイルの保存場所として使用されることは少ないた
め、削除後すぐにファイルの復元を行えば、ファイルテーブルの情報を元に比較的簡単にファイル
を復元することができます。
　しかし、削除されたファイルが存在していた領域は、いつかは他のファイルによって使用され
る可能性があります。時間が経過するほどその確率は高くなり、もし上書きされてしまった場合は、
復元できない可能性があります。

１．ファイルの削除と復元

ファイルテーブルの内容

xxセクター
yyセクター （削除）
zzセクター

ark.exe
kakumei.jpg

kakumei.jpg

ark.exe

manual.pdf

ファイルテーブル
manual.pdf

kakumei.jpgを削除すると
ファイルテーブルにはkakumei.jpg が
削除されたという情報が追加されます。

「削除」してもファイルそのものは存在
しています（OSからは見えなくなる）。

ファイルの復元について
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　Windows でフォーマットを行うと、ファイルテーブルが新しく作成され、今までのファイル情
報がすべて消失します。
　しかし、「クイックフォーマットする」のオプションを選択していた場合、データが保存されて
いた領域は更新されずにファイルが残った状態となっています。そのため、パーティションをスキャ
ンすることでファイルの痕跡を探し出し、ファイルの復元を行うことができます。
　ただし、ファイルテーブルに記載されていたファイル名やサイズの情報が失われているため、元
と同じファイル名で復元を行うことは難しくなります。また、ファイルのサイズが元のファイルと
異なる場合もあります。なお、フォーマットしたパーティションに新しくファイルを保存した際に、
元のファイルの場所に上書きされてしまうと、そのファイルは復元できない可能性があります。

　クイックフォーマットをせずに通常フォーマットを行った場合は、ファイルが保存されている領
域も新しく更新されることがあります。クイックフォーマットに比べファイルの痕跡を探し出す
ことが難しくなり、ファイルを復元できる可能性は低下します。また、Windows 8.1/8/7/2008 
Server/Vista では、通常フォーマットを行うとファイルが保存されている領域を０で上書きしま
すので、ファイルを復元できなくなります。フォーマットは、OS やソフトウェアによって動作が
異なりますので、状況によってはファイルの復元ができない場合があります。

２．フォーマットとファイル復元

ファイルテーブルの内容

xxセクター
yyセクター
zzセクター

ark.exe
kakumei.jpg

ファイルテーブル

manual.pdf

xxセクター
yyセクター
zzセクター

クイックフォーマットするとファイルテーブルが
新しく作成されます。

クイックフォーマットしても、ファイルそのもの
は存在しています（OSからは見えなくなる）。

ファイルテーブルの内容

xxセクター
yyセクター
zzセクター

ark.exe
kakumei.jpg

ファイルテーブル

manual.pdf

xxセクター
yyセクター
zzセクター

通常フォーマットすると、ファイルを保存する領域が更新され、ファイルが消失します。
ファイルテーブルは新しく作成されます。
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　Windows の「ディスクの管理」でパーティションを削除した場合、パーティションが存在した
場所は「未割り当て」となります。ファイルテーブルそのものもなくなりますが、「未割り当て」となっ
た領域にファイルはそのまま残っています。この場合は「未割り当て」の領域をスキャンしてファ
イルテーブルを探し出します。ファイルテーブルが見つかれば、そのファイル情報を元にしてファ
イル名もそのままに高確率でファイルを復元することが可能です。
　ただし、削除したパーティションを再度使用するためには、新しくパーティションを作成して
フォーマットを行わなければなりません。前記２．と同様にフォーマットすることになりますので、
ファイルテーブルが新しく作成されてしまいます。そのため、そのままの状態でファイルを復元す
ることができなくなります。

　HD 革命 /FileRecovery の Professional 版には、「パーティション修復」ツールが付属してい
ます。ハードディスクにパーティションを作成すると、パーティションサイズやファイルシステム
の情報が記録された「パーティションテーブル」が作成されます。「パーティション修復」ツールは、
パーティションテーブルをスキャンして修復を行うことで、パーティションを再び元の状態で認識
させることができます。パーティションをただ削除しただけであればこの方法が有効です。

３．パーティションの削除とファイルの復元

ファイルテーブル

xxセクター
yyセクター
zzセクター

ark.exe
kakumei.jpg

ファイルテーブル

manual.pdf

ファイルテーブルはなくなりますが、
その情報（ファイル）は未割り当て
領域に存在しています。

未割り当て領域にファイルが存在しています。

パーティションテーブルの内容

kakumei.jpg

ark.exe

manual.pdf

ファイルテーブル

パーティションテーブル

パーティション情報を修復し、
元の状態に戻します。

パーティションを修復
することで、元の状態
に戻すことができます。

Point
ファイルの復元を行う場合は、削除やフォーマットを行ってからの時間が短いほどファイルを復元できる
可能性が高くなります。また、そのハードディスクへのアクセスは極力行わないことが望ましいとされて
います。
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よくあるご質問

　ファイルを削除してからあまり時間が経過していないのであれば、ファイルの削除情報を元にほ
とんどのファイルを復元できます。ただし、復元したいファイルが他のファイルによって上書きさ
れてしまった場合は、復元を行うことができません。
　ファイルの復元率は削除後の状況により変わりますので、すべてのファイルにおいて復元ができ
る保証はありません。ファイルを誤って削除してしまったことに気づいたら、できる限り早くファ
イルの復元操作を行ってください。

　フォーマットをしたドライブにおいては、フォーマット前のファイルテーブルを検索することで、
ファイルを復元できる可能性はあります。ただし、クイックフォーマット以外のフォーマットを行っ
た場合では、ファイルそのものが消失している可能性があるため、復元できる可能性は低くなります。
　誤ってパーティションのフォーマットを行ってしまったならば、そのパーティションにファイル
を保存しないようにして、できる限り早くファイルの復元操作を行ってください。

　削除してしまったパーティションは、Professional 版では第 3 章の「パーティション修復」ツー
ルを使用することで元の状態に戻すことができます。「パーティション修復」ツールが付属してい
ない Standard 版においても、ファイルテーブルがそのままの状態で残っていれば、P2-17 ペー
ジの「ファイルシステムを検出してスキャンする」方式でファイルの復元を行うことが可能です。
ファイルテーブルが破損していたとしても、「直接ファイルを検出する」方式であればファイルの
特徴を元に復元することができます。この方法は、復元できるファイルの種類は限定されますが、
復元できる可能性は高くなります。
　誤ってパーティションの削除を行ってしまったならば、新しいパーティションを作成しないよう
にして、できる限り早くファイルの復元操作を行ってください。

　Windows 上でドライブとして認識されていれば、ファイルを復元できる可能性はあります。た
だし、メディアが物理的に認識できない場合は、ファイルを復元することはできません。

　ファイルを復元することはできません。

１．ご使用になる前のご質問

Q1

Q2

Q3

Q4

Q5

削除してしまったすべてのファイルを復元できますか？

フォーマットしてしまったパーティションからファイルを復元できますか？

「ディスクの管理」画面で削除してしまったパーティションからファイルを復元できますか？

USB メモリーや SD カードなどのリムーバブルメディアからファイルを復元できますか？

CD/DVD/BD や DVD-RAM、MO、FD などメディアのファイルを復元できますか？

　Windows メール（Live メール）、Outlook、Outlook Express、Thunderbird のメールデー
Q6 メールの復元はできますか？
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　ディスクの状況にもよりますが、ディスクが断片化している環境では断片化していない環境に比
べ、ファイルの復元率は低くなる傾向があります。なお、ディスクが断片化している場合、ファイ
ルシステムの特性により NTFS よりも FAT のほうが復元率は低くなります。

　ファイルの抹消（消去）ソフトウェアは、ファイルを上書きして復元不可能な状態にするため、ファ
イルを復元することはできません。

　LAN 接続のハードディスク（NAS）のファイルシステムが FAT32 または NTFS で、なおかつ
USB 接続でコンピューターに接続できるのであれば、ファイルを復元できる可能性があります。
　この条件以外の LAN 接続のハードディスク（NAS）には対応していません。

　デジタルカメラはメーカーや機種ごとに消去方式が異なり、復元できないように完全に消去して
いる場合があります。そのため、デジタルカメラ上で消去した画像データは復元ができない可能性
があります。ただし、Windows と同じような方法で消去されていれば、画像データを復元できる
可能性があります。

　復元可能なファイルを検出することはできますが、検出されたファイルを保存することはできま
せん。復元したファイルを保存するための USB メモリー、USB ハードディスクなどが必要です。
また、ネットワークドライブにファイルを復元する場合は、あらかじめ「ネットワークドライブの
割り当て」を行っておく必要があります。
　復元したいファイルがある状況では、C ドライブの分割による新規パーティション作成などは
行わないでください。操作手順上は新しいパーティションへの保存が可能になりますが、復元でき
る可能性は非常に低くなります。

　スキャンするハードディスクの容量や回転速度、接続方式、コンピューターのスペックにより時
間が変わります。また、スキャンする方法によっても時間が変わります。
　ごみ箱を空にしたときのファイルのスキャンは数秒～数十秒で終わりますが、フォーマットした
パーティションをスキャンするには、数時間～数十時間かかる場合もあります。
　ハードディスクの容量が大きいほど、また、ファイル数が多いほどスキャンに時間がかかるよう
になります。

Q7

Q8

Q9

Q10

Q11

Q12

ディスクの断片化があると復元率は変わりますか？

ファイルの抹消（消去）ソフトウェアで抹消（消去）したファイルを復元できますか？

LAN 接続のハードディスク（NAS）に保存されたファイルを復元できますか？

デジタルカメラ上で消去した画像データを復元できますか？

パーティションが C ドライブしかありませんが、ファイルを復元できますか？

ハードディスクのスキャンにはどのくらいの時間がかかりますか？

タの復元を行うことができます。メールソフト上で削除したメールの復元にも対応しています。
Web メール（Gmail など）のメールデータを復元することはできません。
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　Windows の「ディスクの管理」画面で物理的に認識されない場合は、ファイルを復元できませ
ん。物理的に認識されていないハードディスクからファイルを復元するサービス（有料）がありま
すので、そちらをご検討ください。

　通常の起動ができなくなったコンピューターであっても、Professional 版であれば製品 CD ま
たは Windows PE 起動用ディスクでコンピューターを起動し、ファイルの復元を行うことができ
ます。ただし、対象のハードディスクが物理的に認識されていない場合は、ファイルの復元を行う
ことはできません。
　また、ハードディスクを取り外し、別のコンピューターに接続してファイルを復元する方法もあ
ります。Standard 版には CD でコンピューターを起動してファイルを復元する機能はありませ
んが、この方法であればファイルを復元できる可能性があります。

　ハードディスクが物理的に認識していても、動作が不安定な場合は HD 革命 /FileRecovery で
ファイルの復元を行うことはおすすめできません。無理にスキャンを行うと、途中でハードディス
クが故障する可能性もあります。
　また、金属がこすれるような音や、あきらかに普通ではない異音がする場合は、ハードディスク
の中にあるディスクやヘッドが物理的に損傷しています。焦げたような臭いがしている場合は、ハー
ドディスクの回路に損傷があります。
　このように物理的に問題が生じているハードディスクは、HD 革命 /FileRecovery のようなソ
フトウェアで復元を行うと状況を悪化させてしまい、最悪のケースではハードディスク自体が故障
してしまいます。
　物理的な故障であっても、データを復旧するサービス（有料）がありますので、そちらをご検討
ください。

　Macintosh（MAC）は Windows と仕様が異なるため、ファイルの復元を行うことはできませ
ん。なお、BootCamp でインストールされた Windows 内のファイルは復元できると思われますが、
Macintosh（MAC）内のファイルを復元することはできません。

Q13

Q14

Q15

Q16

認識しないハードディスクからファイルを復元できますか？

コンピューターが起動しなくてもファイルを復元できますか？

ハードディスクが動作不安定ですがファイルの復元はできますか？

Macintosh（MAC）のファイルを復元できますか？

　HD 革命 /FileRecovery は、ハードディスクをスキャンして可能な限りファイルの痕跡を検出
します。ファイルの有無に関わらず、ハードディスク全体（またはパーティション全体）をスキャ
ンしますので、存在するファイルのみコピーやバックアップを行うソフトウェアよりも時間がかか
ることになります。

２．ご使用中、ご使用後の質問

Q1 ファイルのスキャンにかなりの時間がかかっています。
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　フォーマットを行ったドライブのようにファイルテーブルが新しく作成された場合は、元のファ
イル名で復元を行うことはできません。
　ファイルを復元することはできますが、ファイル名としてクラスター番号がつけられて復元され
ます。

　復元したファイルが途中で切れてしまっている可能性があります。
　HD 革命 /FileRecovery は、検出したファイルのサイズが不明な場合、初期設定で 30MB のファ
イルとして復元を行いますので、それよりもファイルサイズが大きいと途中までしか復元できませ
ん。2-18 ページ「復元の設定」画面で、ファイルサイズを大きくして復元を行ってみてください。
　ただし、サイズを大きくするほどスキャンにより多くの時間がかかりますので、元のファイルの
サイズに応じて設定してください。

Q5

Q6

ハードディスクをスキャンして検出されたファイル名が違う名前になっています。

動画ファイルを復元しましたが途中までしか再生できません。

　削除したファイルの情報が上書きされ、消失してしまった可能性があります。特にフォーマット
を行った場合などは、ファイルテーブルの情報が更新されてしまうため、スキャンを行ってもファ
イルを検出できないことがあります。
　また、ファイルシステムに依存する問題として、FAT の場合はドライブの直下に保存されてい
たファイルは検出できないことがあり、NTFS の場合はサイズが小さなファイルは検出できない
ことがあります。
　このように、スキャンを行っても検出されないファイルの復元を行うことはできません。

　復元したファイルが破損している可能性があります。
　削除されたファイルが他のファイルによって上書きされたような場合、完全な状態ではファイル
を復元できないため、破損した状態で復元されることがあります。

　ファイルをすべて表示する設定にしていない場合は、隠しファイルやシステムファイルは「コン
ピューター（マイ コンピュータ）」で表示されません。しかし、ディスク上に存在していますので、
スキャンを行うことでそれらのファイルが検出されることがあります。また、ディスク上に存在す
る復元可能なファイルを可能な限り検出しますので、過去に作成されたファイルが検出されること
があります。

Q2

Q3

Q4

ハードディスクをスキャンしましたが、削除したファイルが見つかりません。

ファイルを復元しましたがファイルを開くことができません。

ハードディスクをスキャンすると元のドライブに存在していなかったファイルが検出されます。
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ネットワークドライブの割り当て（Windows で割り当てを行う場合）

　「完了」をクリックするとネットワークのド
ライブの割り当てが実行されます。

　「コンピューター」を開くと「ネットワーク
の場所」にドライブが表示されます。

　「参照」をクリックし、割り当てを行うフォ
ルダーを選択します。

　以下に示す操作により、「ネットワークドライブの割り当て」を行うことができます。ここでは、
アイオーデータ社の LAN ディスクに作成した共有フォルダー「pub」に対してネットワークの割
り当てを行っています。

使用するドライブ文字を指定できます。

ネットワークドライブの共有フォルダー 「pub」に Zドライ
ブが割り当てられています。

指定した共有フォルダー

「ネットワークドライブの割り当て」を選択 フォルダーを指定

共有フォルダーを指定

1 3

2

　デスクトップの「コンピューター」アイコン
を右クリックし、表示されたメニューの中から

「ネットワーク ドライブの割り当て」を選択し
ます。

❷クリック

❺クリック

❹クリック

❸共有フォルダー
　を選択

❶クリック





付　録

主に、ユーザーサポートに関連する情報を掲載
しています。
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①操作方法・トラブル内容について調べる
イ ン タ ー ネ ッ ト 接 続 が 可 能 な 場 合 は、
FAQ（よくあるお問い合わせ）をご覧く
ださい。操作上の注意点、トラブル内容と
対処方法などが記載されています。
http://www1.ark-info-sys.co.jp/
support/index.html

②アップデータをダウンロードする
最新アップデータを適用することにより、
改善する場合があります。下記からダウン
ロードしてください。
http://www1.ark- info -sys.co.jp/
download/index.html

③弊社サポートへ問い合わせる
上記によっても解決しないとき、またはイン
ターネット接続ができない場合に弊社ユー
ザーサポートをご利用ください。

　お問い合わせいただく際、メール、FAX、
電話のいずれの場合においても以下の項目が必
要です。
①メールアドレス
②製品名、バージョン、シリアルナンバー
③ご使用の OS （Windows 8.1 など）

■ メ ー ル フ ォ ー ム：https://www2.ark-
info-sys.co.jp/ARK_N/MailSupport/
MainGate.asp

■ FAX：03-3234-9252
■ TEL：03-3234-9251（祝祭日・弊社休業

日を除く㈪〜㈮の10 〜 12 時、13 〜 17 時）

ユーザーサポートのご利用にあたって

※ お客様の個人情報は、弊社情報セキュリティ方
針に従い適切な保護を行います。詳しくは弊社
Web サイトをご覧ください。

※FAX の場合、「ユーザーサポート申込書」をコ
ピーしてご記入の上お送りください。

※ メール・FAX の場合、お問い合わせの内容に
より３〜５営業日ほどお時間をいただく場合が
あります。あらかじめご了承ください。

※ 曜日や時間帯によってはお問い合わせが集中し、
お電話がつながりにくくなる場合がございます。
その際は、恐れ入りますが時間をずらしてお電
話をいただきますようお願いいたします。

弊社で動作保証している環境以外（自作のコン
ピューター、ショップメイドのコンピューター、
CPU オーバークロック、そのほかハードウェ
アの改造など）で不具合が発生するケースに
おいては、パーツの相性や、デバイスドライバー
がその一因となっていることがあります。
その場合、すべてのパーツの組み合わせの相性
テストは不可能であり、弊社ユーザーサポート
環境にて再現性のない場合や、相性により発
生していると思われる問題につきましては対応
が不可能な場合もあります。ご了承ください。
他社製品、シェアウェアなどのパーティション
操作ソフトウェア（マルチブートユーティリティ
など）との共存は原則としてサポート外とさせ
ていただきます。

④ エラーメッセージ全文
　障害の状況により、さらに詳しい情報が必要
な場合があります。エラーが発生するまでの手
順を、箇条書きでお知らせください。

（例）
１.「簡単復元」の「ごみ箱から削除してしまった」 
    で、ドライブを選択して「次へ」をクリック
２. アプリケーションエラーが発生
　　エラーメッセージ「*******」（正確に転 
　　記してください）

お問い合わせになる前に

お問い合わせにあたって

http://www1.ark-info-sys.co.jp/support/index.html
http://www1.ark-info-sys.co.jp/support/index.html
http://www1.ark-info-sys.co.jp/download/index.html
http://www1.ark-info-sys.co.jp/download/index.html
https://www2.ark-info-sys.co.jp/ARK_N/MailSupport/MainGate.asp
https://www2.ark-info-sys.co.jp/ARK_N/MailSupport/MainGate.asp
https://www2.ark-info-sys.co.jp/ARK_N/MailSupport/MainGate.asp
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この用紙をコピーして各項目にご記入の上、下記まで FAX にてお送りください。

必ずユーザー登録終了後にユーザーサポートをお申し込みください。

株式会社アーク情報システム　企画販売部 ユーザーサポート係　行

「HD革命/FileRecovery Ver.3」ユーザーサポート申込書

FAX 03-3234-9252

お使いの環境を、わかる範囲でご記入ください（この用紙でユーザー登録はできません）。

（FAX、E-Mail から指定してください。ただし、ご希望に添えない場合もありますのでご了承ください。）●弊社からお客様への連絡方法

●お客様のお名前・ご連絡先・対象の製品（※ は必ずお書きください）

●お使いのコンピューターについて

１．FAX　　２．E-Mail

※お名前：

TEL： FAX：

E-Mail アドレス：

HD 革命 /FileRecovery アップデータ適用の有無：有・無（Ver.　　　　　　）

製品の種類：１．Professional　　２．Standard

メーカー名：

機種名とシリアルナンバー：

メモリー（RAM）容量：

接続されている周辺機器：

32 ビット版／ 64 ビット版

ボード、カードをご利用の場合

・I/F：SCSI、eSATA、RAID、USB2.0、USB3.0、IEEE1394、その他（ 　　　　　　　　）

・メーカー、型番、チップセット：

Windows の種類：

Windows Vista Basic / HomePremium / Business / Ultimate（SP　　　）

Windows 7 Starter / HomePremium / Professional / Ultimate（SP　　　）

Windows 8.1 / Windows 8.1 Pro（8.1 Update の有無　有・無）

Windows 8 /Windows 8 Pro

※シリアルナンバー：
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エラーメッセージ：

エラーメッセージ：

現象：

現象：
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エラーメッセージ：

エラーメッセージ：

現象：

現象：
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